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2014年禁止表国際基準の改定



2014年禁止表国際基準：改定

• 「WADAは、少なくとも年1回の頻度で禁止表
を国際基準として公表しなければならな
い。・・・」 (世界アンチ・ドーピング規程: 4.1条・禁止表の公表及び改定）

• 2014年5月 WADA常任理事会にて改定決定

• 2014年9月1日から、改定施行



• 低酸素誘導因子(HIF)安定薬、および活性化
因子(例:キセノン、アルゴン）



2014年禁止表国際基準の改正

4月の会議においてWADAリスト専門委員会は、昨今関心を集めているキセノン物質
及び、その競技力向上の可能性について検討しました。

WADAリスト専門委員会の提言をうけ、WADA常任理事会は、
キセノンやアルゴンのような低酸素誘導因子(HIF)活性化因子も
2014年禁止表国際基準のS2.1へ明記されることを承認しました。
ただし、シアノコバラミン（ビタミンB12）は禁止されません。

2014年禁止表国際基準の改正は2014年9月1日付けで施行される予定です。



世界アンチ･ドーピング規程の
改定に伴う国内体制の強化・整備



様々な不正、暴力事件等を受けて、

「独立行政法人スポーツ振興センター法」改定

第十五条、業務の範囲

スポーツを行う者の権利利益の保護、心身の健康の保
持増進及び安全の確保に関する業務、スポーツにおけ
るドーピングの防止活動の推進に関する業務その他の
スポーツに関する活動が公正かつ適切に実施されるよ
うにするため必要な業務を行うこと。

(2013年5月1日改定)

国内体制の強化・整備
日本のスポーツのガバナンス機能強化



「独立行政法人スポーツ振興センター法」改定
第十五条、業務の範囲

⇒アンチ・ドーピング事業準備室設置
(2013年8月29日) 

⇒スポーツインテグリティー・ユニット設置

アンチ・ドーピング・グループ
(2014年4月1日)

国内体制の強化・整備
日本のスポーツのガバナンス機能強化



国内体制の強化・整備
日本のスポーツのガバナンス機能強化

閣議決定「独立行政法人等に関する基本的な方針」
JSCへの指示 (2013年12月24日)

国からの運営費交付金や民間からの資金等を

用いて行う資金の助成・給付業務について、

不正防止策を強化するとともに、受給団体の

ガバナンス強化に対する支援を行う。



国内体制の強化・整備
日本のスポーツのガバナンス機能強化

スポーツ庁設置

超党派のスポーツ議員連盟プロジェクトチーム

骨子案 (2014年5月28日)

2014年10月 臨時国会にて設立予定



世界アンチ・ドーピング会議－ヨハネスブルク

【ヨハネスブルク宣言】 (2013年11月)

『世界アンチ・ドーピング規程』

2015年1月1日～改定版施行

世界の動き：
スポーツのインテグリティー（高潔性・健全性）を護り育む



2015年世界アンチ・ドーピング規程

当事者としての役割と責務、制裁

 規程内各所に、より明示的に記載
• 競技団体自ら、スポーツの固有の価値・精神を護るための活

動を主体的に実施、協働する責務

• 競技団体自ら、傘下のアスリート、サポートスタッフ（コーチ、指
導者、ドクター、トレーナー等含）に対する規程遵守を果たす
責務

 アスリートの厳格責任がより強調

 サポートスタッフの役割と責務がより強調、厳格化

 教育・啓発活動、情報伝達活動の主体的実施義務がより
明確化



2020東京オリンピック・パラリンピック大会
成功のために

競技団体とJADAとの更なる連携による
体制強化が必要



国内の体制強化のためには、

情報伝達、教育、啓発活動の
拡大が求められている



情報伝達、教育、啓発活動
の現状の課題

• 2020に向けて、世界からの注目・期待に耐え得る体制
強化が必要

• 2020に向けて、プライオリティー化が必要

• JADAが主体的に活動する範囲の再編が必要

• 教育対象への効果的なアクセス機会の創出が必要



情報伝達、教育、啓発活動
の現状の課題

【共通の課題】

• 2020に向けて、世界からの注目・期待に耐え得る体制強化

【JADAの検討課題】

• 2020に向けて、プライオリティー化が必要

 国の強化支援プライオリティーを参照

• JADAが主体的に活動する範囲の再編が必要

【競技団体の検討課題】

• アスリート、サポートスタッフ（コーチ、指導者、トレーナー、ドク
ター等)に対する主体的な介入実施

（頻度及び深さの観点から効果大）



情報伝達、教育、啓発活動
【JADAの検討課題】

＊2020に向けてプライオリティー化が必要

プライオリティー化：

1 – オリンピック・パラリンピック大会種目

2 – アジア大会種目

3 – 1, 2以外の種目のRTP
4 – その他



情報伝達、教育、啓発活動
【競技団体主体の活動で利用可能なツール、機会】

ガイドブックを基にした研修会教育キット
• 基本的アンチ・ドーピング規則の情報提供可能

“Play Trueアウトリーチキット”
情報発信の機会、メッセージ発信

• アウトリーチキット一覧よりキットアイテム選択

「アンチ・ドーピングのススメ。」の掲示
映像教材

• JAPAN’s Commitment in Anti-Doping 

「アンチ・ドーピング・ガイドブック」
JADA養成講師紹介
JADA主催研修会への参加 等



情報伝達、教育、啓発活動
【競技団体にて活用可能なツール、機会】

 各競技団体、県体協等に配布済み
JADAウェブサイトより申請

 41件申請（2014年3月～6月11日）

 競技団体、県体協、国体出場者に統
一的な情報の発信が可能

アンチ・ドーピング研修会 教育キット

フィードバックを集積し、
キット改善に活用



様々な機会を活用し、
メッセージを発信することが可能に



コミュニケーションズ：啓発
プログラム挿入、配布－広い対象

書き込み版
(カラー/モノクロ)



JAPAN’s Commitment in Anti-Doping : Integrity of sport
『スポーツ固有の価値を守り、発展させる、日本のコミットメント』

世界に向け、
広い情報発信

Tokyo 2020に向け、日本としての
約束、コミットメント

@2013.8.29 OPEN

＊競技会場、研修会等で活用可能
(3分30秒, 1分の2種類あり)



BE the REAL CHAMPION!


